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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 1,365 42.7 △39 ― △35 ― 25 ―

29年３月期第２四半期 956 8.2 △96 ― △90 ― △75 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 8.58 ―

29年３月期第２四半期 △25.30 ―
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 4,040 2,961 73.3

29年３月期 4,119 2,958 71.8

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 2,961百万円 29年３月期 2,958百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 8.00 8.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

　

　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,544 △1.4 55 22.2 60 11.1 107 ― 35.91
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 有

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 3,568,000株 29年３月期 3,568,000株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 581,865株 29年３月期 581,865株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 2,986,135株 29年３月期２Ｑ 2,985,835株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料４ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期における経済情勢は、海外経済においては、新興国の一部に弱さが残るものの、成長率は緩やかに

高まりつつあります。そうした中で、わが国経済では、雇用・所得環境の着実な改善を背景に、きわめて緩和的な

金融環境と政府の大型経済対策の効果を背景に、景気拡大が期待されます。しかし、海外経済の不確実性や、金融

資本市場の変動の影響等についても留意する必要があります。

当社の関連する業界におきましては、政府のインフラ長寿命化基本計画や国土強靭化基本法のもと、東日本大震

災や熊本地震等からの早期復興・創生や、道路施設の老朽化対策、道路の防災・震災対策や代替性の確保のための

道路ネットワークの整備、生活道路・通学路の安全対策による国民の安全・安心への取り組みを政策態度に掲げら

れています。また、関東・東北地区の公共事業の需要増により、道路工事案件の受注が堅調に推移しております。

今後も、オリンピック関連投資が本格化し、関東地区での公共事業案件も高めの水準を維持することが想定されま

す。さらに、当社の無電柱化対策製品と関連して、「無電柱化の推進に関する法律」が2016年12月に施行され、併

せて、電線管理者が既存の電柱を撤去し、電線を地中化する場合の支援の仕組みを要求する等の、新たな国の無電

柱化推進計画の策定が進められています。加えて、従来の手法と異なる「次世代の無電柱化手法」として、低コス

ト手法によるモデル施工の計画が各地域で進められております。

このような状況の中で、当社は中期ビジョンとして「自ら需要をつくれる企業」、2017年度においては

「Challenge the New Stage！－高い向上心をもって羽ばたこう！」という社内スローガンを経営方針として掲げ、

事業を推進いたしました。

製商品に関しましては、交通事故対策ともなる自転車通行の優位性強化製品である「ライン導水ブロック」等の

道路製品の販売促進活動や、実物を見せるデモンストレーション活動、また、各地で開催される展示会への出展等

のＰＲ活動を強化しながら推進するとともに、国内だけではなく海外に対しても当社製品の拡販の準備を進めてお

ります。また、中期ビジョンの核となる、主に政府の「無電柱化低コスト手法技術検討委員会」の方針に基づき開

発・設計された従来の手法とは異なる次世代の無電柱化を主眼に据えた無電柱化製品「D.D.BOX」「S.D.BOX」の販

売促進、さらには東京都建設局の指導のもと開発した自転車ペダル対応縁石「ペダループ」など、既存製品の付加

価値を高める技術開発を導入しながら知的財産権の取得に注力し、公共事業だけでなく民間事業への積極的な営業

活動を進めてまいりました。また、「ヒュームセプター」等の環境対策商品についても、周知活動を邁進していく

中で官民の環境への意識と理解が高まってきており、特に「ヒュームセプター」におきましては高速道路関連事業

を中心に好調に推移しております。

一方で、無電柱化製品を含む当社が取扱う付加価値の高い製品は、その特殊性から、普及までに時間を要する商

材もあります。また、近年頻発している日本特有の大規模な自然災害が発生した際に、復旧・復興事業に優先的に

予算配分される不確実性もあり、このような要因を織り込んで、国・地方自治体並びに民間需要の方向性を見極め

つつ、段階を踏み一歩ずつ着実な成長を目指しながら、中期ビジョンである「自ら需要をつくれる企業」に向けた

実践、そして、永続企業に必要となる「持続可能な収益モデル」の早期確立等に注力してまいりました。

生産面におきましては、工場敷地内における現場作業者用の休憩所建物を改修し、設備整備を進めながら、職場

環境の改善にも取り組んでまいりました。

当社保有遊休土地につきましては、将来に向けた有効活用と運用を模索し、当社経営資源の有効活用及び財務体

質強化を図るための一部売却を行い、積極的な課題解決に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は13億65百万円（前年同期比42.7％増）、営業損失は39百万円（同57

百万円の改善）、経常損失は35百万円(同54百万円の改善）、四半期純利益は25百万円（同１億１百万円の改善）

となりました。平成29年６月５日付で公表いたしました「固定資産の譲渡及び特別利益の計上並びに業績予想の修

正に関するお知らせ」のとおり、固定資産の譲渡により、固定資産売却益を62百万円計上しております。

　

当第２四半期累計期間におけるセグメントの業績は次のとおりであります。

（イ）コンクリート関連事業

コンクリート関連事業の売上高は８億70百万円（前年同期比21.4％増）、セグメント損失は18百万円（同47百万

円の改善）となりました。

当第２四半期における同事業の売上高は、第１四半期に引き続き関東・東北地区での需要による受注が順調とな

り、当社製品の中で特に付加価値の高いライン導水ブロックを中心とした道路製品が堅調に推移したことから、同

事業の売上高、セグメント利益ともに前年同期・当初計画を上回る結果となりました。
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（ロ）建築設備機器関連事業

建築設備機器関連事業の売上高は４億68百万円（前年同期比125.4％増）、セグメント利益は８百万円（同17百

万円の改善）となりました。

当第２四半期における同事業の売上高は、第１四半期で発生した一部の工事案件における低利益率が影響したも

のの、中・大型の公共事業案件を中心に堅調に受注した結果、同事業の売上高、セグメント利益ともに前年同期・

当初計画を上回る結果となりました。

（ハ）不動産関連事業

不動産関連事業の売上高は26百万円（前年同期比15.8％減）、セグメント利益は９百万円（同36.8％減）となり

ました。売上高、セグメント利益ともにほぼ当初の計画どおりに推移いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

　 ① 当第２四半期末の資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末の流動資産は18億52百万円となり、前事業年度末に比べ１億16百万円減少しました。

現金及び預金の減少88百万円、受取手形及び売掛金の減少54百万円、商品及び製品の減少14百万円、電子記録

債権の増加21百万円、原材料及び貯蔵品の増加19百万円が主な理由であります。

当第２四半期会計期間末の固定資産は21億88百万円となり、前事業年度末に比べ37百万円増加しました。

有形固定資産の取得による増加88百万円、償却進行等による有形固定資産の減少50百万円、償却進行等による

無形固定資産の減少１百万円、投資不動産の減少４百万円、保険積立金の増加などによる投資その他の資産その

他の増加５百万円が主な理由であります。この結果、総資産は40億40百万円となり、前事業年度末に比べ78百万

円減少しました。

（負債）

当第２四半期会計期間末の流動負債は６億14百万円となり、前事業年度末に比べ65百万円減少しました。

支払手形及び買掛金の増加25百万円、賞与引当金の増加４百万円、工事未払金の減少などによる流動負債その

他の減少92百万円が主な理由であります。

当第２四半期会計期間末の固定負債は４億64百万円となり、前事業年度末に比べ15百万円減少しました。

長期借入金の減少９百万円、退職給付引当金の増加６百万円、役員退職慰労引当金の増加２百万円、長期未払

金の減少などによる固定負債その他の減少15百万円が主な理由であります。

この結果、負債合計は10億79百万円となり、前事業年度末に比べ81百万円減少しました。

（純資産）

当第２四半期会計期間末の純資産は29億61百万円となり、前事業年度末に比べ２百万円増加しました。

その他有価証券評価差額金の増加１百万円、利益剰余金の増加１百万円が主な理由であります。

　

　② 当第２四半期キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物は４億47百万円となり、前事業年度末に比べ88百万円減少しまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、37百万円（前年同期５百万円の資金使用）となりました。

収入の主な内訳は、減価償却費39百万円、売上債権の減少38百万円、税引前四半期純利益26百万円、支出の主

な内訳は、仕入債務の減少81百万円、固定資産売却益62百万円、その他の固定資産の増加８百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、７百万円（前年同期22百万円の資金使用）となりました。

支出の内容は、有形固定資産の取得による支出86百万円、収入の内容は、有形固定資産の売却による収入78百

万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、43百万円（前年同期24百万円の資金使用）となりました。

支出の内容は、配当金の支払額による支出23百万円、長期借入金の返済による支出９百万円、リース債務の返

済による支出９百万円であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年６月５日に公表いたしました業績予想に変更はございませ

ん。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 536,333 447,709

受取手形及び売掛金 693,671 639,133

電子記録債権 37,690 59,503

商品及び製品 339,013 324,350

原材料及び貯蔵品 42,499 62,171

その他 320,345 319,528

貸倒引当金 △580 －

流動資産合計 1,968,973 1,852,397

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 311,865 325,385

土地 1,033,126 1,060,622

その他（純額） 184,186 181,393

有形固定資産合計 1,529,178 1,567,401

無形固定資産 7,898 6,441

投資その他の資産

投資不動産（純額） 453,000 448,762

その他 196,633 202,054

貸倒引当金 △36,327 △36,327

投資その他の資産合計 613,306 614,489

固定資産合計 2,150,383 2,188,333

資産合計 4,119,357 4,040,730

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 392,066 417,569

1年内返済予定の長期借入金 19,992 19,992

未払法人税等 12,603 9,234

完成工事補償引当金 556 556

賞与引当金 14,980 19,174

その他 240,347 148,339

流動負債合計 680,545 614,865

固定負債

長期借入金 176,676 166,680

退職給付引当金 111,461 118,324

役員退職慰労引当金 － 2,430

その他 192,345 177,235

固定負債合計 480,483 464,669

負債合計 1,161,028 1,079,534
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 249,075 249,075

利益剰余金 2,377,782 2,379,512

自己株式 △217,699 △217,699

株主資本合計 2,909,157 2,910,888

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 49,170 50,307

評価・換算差額等合計 49,170 50,307

純資産合計 2,958,328 2,961,195

負債純資産合計 4,119,357 4,040,730
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 956,617 1,365,522

売上原価 678,123 1,006,619

売上総利益 278,493 358,902

販売費及び一般管理費 375,211 398,063

営業損失（△） △96,718 △39,160

営業外収益

受取利息 2 70

受取配当金 1,567 1,726

仕入割引 250 569

為替差益 725 －

スクラップ売却益 32 139

貸倒引当金戻入額 72 －

助成金収入 3,981 1,990

雑収入 654 1,098

営業外収益合計 7,286 5,595

営業外費用

支払利息 318 797

減価償却費 32 23

為替差損 － 585

支払手数料 826 825

雑損失 0 120

営業外費用合計 1,178 2,351

経常損失（△） △90,610 △35,916

特別利益

固定資産売却益 － 62,380

特別利益合計 － 62,380

特別損失

固定資産除却損 7 0

減損損失 621 －

特別損失合計 628 0

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △91,239 26,464

法人税、住民税及び事業税 △15,684 844

法人税等合計 △15,684 844

四半期純利益又は四半期純損失（△） △75,554 25,619
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △91,239 26,464

減価償却費 36,972 39,041

減損損失 621 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △72 △580

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,583 4,194

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,598 6,862

受取利息及び受取配当金 △1,569 △1,797

支払利息 318 797

為替差損益（△は益） △725 585

固定資産売却損益（△は益） - △62,380

固定資産除却損 7 2,112

売上債権の増減額（△は増加） 187,899 38,414

たな卸資産の増減額（△は増加） 23,346 △4,612

その他の流動資産の増減額（△は増加） 10,359 △5,588

その他の固定資産の増減額（△は増加） △282 △8,841

仕入債務の増減額（△は減少） △164,165 △81,208

未払消費税等の増減額（△は減少） △19,981 9,731

その他の流動負債の増減額（△は減少） 13,169 8,090

その他の固定負債の増減額（△は減少） △6,000 △3,590

小計 △3,158 △32,305

利息及び配当金の受取額 1,569 1,797

利息の支払額 △318 △797

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,043 △5,904

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,951 △37,209

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,052 △86,434

有形固定資産の売却による収入 - 78,628

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,052 △7,805

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 - △9,996

リース債務の返済による支出 △6,456 △9,753

配当金の支払額 △18,010 △23,859

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,467 △43,608

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △52,471 △88,623

現金及び現金同等物の期首残高 672,577 536,333

現金及び現金同等物の四半期末残高 620,105 447,709
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算方法）

当社は、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

（税金費用の計算方法の変更）

従来、当社の税金費用については、原則的な方法により計算しておりましたが、四半期決算業務の一層の効率化

を図るため、当第１四半期会計期間より当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

当該会計処理の変更は遡及適用され、前年四半期については遡及適用後の四半期財務諸表となっております。こ

れにより、遡及適用を行う前と比べて前第２四半期累計期間の法人税、住民税及び事業税の額が21,620千円減少し、

四半期純損失が同額減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)
報告セグメント

コンクリート
関連事業

建築設備機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 717,419 207,689 31,507 956,617

セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

― ― ― ―

計 717,419 207,689 31,507 956,617

　 セグメント利益又は
　 セグメント損失（△）

△66,402 △9,081 15,404 △60,080

（注）各報告セグメントにおける「セグメント利益又はセグメント損失」は、営業損益を使用しております。
　

2. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △60,080

棚卸資産の調整額 △36,637

四半期損益計算書の営業損失（△） △96,718
　

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)
報告セグメント

コンクリート
関連事業

建築設備機器
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 870,814 468,172 26,535 1,365,522

セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

― ― ― ―

計 870,814 468,172 26,535 1,365,522

　 セグメント利益又は
　 セグメント損失（△）

△18,839 8,018 9,735 △1,085

（注）各報告セグメントにおける「セグメント利益又はセグメント損失」は、営業損益を使用しております。
　

2. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

損失 金額

報告セグメント計 △1,085

棚卸資産の調整額 △38,075

四半期損益計算書の営業損失（△） △39,160
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